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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
８～２０アミノ酸長のペプチドであって、配列番号６を有するαフェトプロテインの親水
性アナログ：ＥＭＴＰＶＮＰＧを含む、ペプチド。
【請求項２】
前記ペプチドが、直鎖状である、請求項１に記載のペプチド。
【請求項３】
前記ペプチド、環状である、請求項１に記載のペプチド。
【請求項４】
前記アミノ酸の１つ以上が、（Ｄ）－アミノ酸である、請求項１に記載のペプチド。
【請求項５】
以下：
配列番号２：ＱＭＴＰＶＮＰＧ
配列番号３：ＱＭＴＰＶＮＰＧＥ
配列番号４：ＥＭＴＯＶＮＯＧ
配列番号５：ＥＭＴＯＶＮＯＧＱ
配列番号７：ＥＭＴＰＶＮＰＧＱ
配列番号８：ＥＭＴＯＶＮＰＧ
配列番号９：ＥＭＴＯＶＮＰＧＱ
配列番号１０：ＥＭＴＰＶＮＯＧ　および
配列番号１１：ＥＭＴＰＶＮＯＧＱ
からなる群より選択されるアミノ酸配列を含む、請求項１に記載のペプチドまたは該ペプ
チドのペプチド模倣体。
【請求項６】
検出可能なマーカーで標識されている、請求項１に記載のペプチド。
【請求項７】
前記検出可能なマーカーが放射標識である、請求項６に記載のペプチド。
【請求項８】
前記放射標識が、放射標識されたさらなるアミノ酸である、請求項７に記載のペプチド。
【請求項９】
請求項１に記載の２つのペプチドからなる、二量体ペプチド。
【請求項１０】
前記２つのペプチドが、配列番号４および配列番号５である、請求項９に記載の二量体ペ
プチド。
【請求項１１】
前記２つのペプチドが、配列番号３および配列番号１０である、請求項９に記載の二量体
ペプチド。
【請求項１２】
請求項１に記載３つ以上のペプチドからなる、多量体ペプチド。
【請求項１３】
請求項１に記載のペプチドおよび適切なキャリアを含む、組成物。
【請求項１４】
前記適切なキャリアが、安定化賦形剤を含む、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
前記安定化賦形剤が、ドデシルマルトシドまたはマンニトールである、請求項１４に記載
の組成物。
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【請求項１６】
請求項１に記載のペプチドに特異的に結合する抗体。
【請求項１７】
エストロゲンにより刺激される細胞増殖を低減するための組成物であって、
　請求項１に記載のペプチド
を含む、組成物。
【請求項１８】
前記ペプチドに対する前記細胞の曝露の前、その間、またはその後に、タモキシフェンが
該細胞にさらに曝露されることを特徴とする、請求項１７に記載の組成物。
【請求項１９】
被験体において癌を処置または予防するための組成物であって、
　請求項１に記載のペプチド
を含む、組成物。
【請求項２０】
前記癌が、エストロゲン依存性癌である、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２１】
前記エストロゲン依存性癌が、乳癌である、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２２】
前記被験体に対する前記ペプチドの投与の前、その間、またはその後に、前記被験体に適
切な量のタモキシフェンがさらに投与されることを特徴とする、請求項１９に記載の組成
物。
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